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第８回 土佐の皿鉢ゼミ開催   
（同期型オンライン Zoomによる開催） 

教職実践高度化専攻（教職大学院）院生の実践研究発表「第８回土佐の皿鉢ゼミ」が、2022年2月11日（金）に、同期型

オンラインZoomにより、のべ778名が一堂に会し開催されました。開会では柳林信彦専攻長より、閉会では長岡幹泰附属

学校教育研究センター長から「皿鉢ゼミ」の役割について、「皿鉢ゼミは、高知県の教育課題解決を共同して研究していく場

であり、複眼的視点から捉え理論に基づいて深く掘り下げて探求する場である」ことが強調されました。ここでは、発表した

院生から、それぞれの研究課題における成果と今後の課題について語ってもらいました。 

                                                          

【学校運営コース】  

M2 石川真美さん 中学校における組織力を高めるマネジメントの在り方 

 

 

 

 

                      M2 中澤悠子さん 協働的に学び続ける学校を実現するための方策を探る 

 

 

 
 

 

M1 能勢朋典さん 業務改善を通した自律する学校組織の構築 

 

 

 

 

M1 横山美佑紀さん 教師の力量を高めるための小学校組織の在り方 

―効果的なメンター性の在り方を中心にしてー 

 

 

 

 

【教育実践コース】 
 
M2  畔元杏奈さん 中学校における「考え議論する」道徳授業の在り方 

 

 

 

 

M2 岩原朋史さん 科学的に探究するための理科学習指導法の開発 

―仮説設定場面に着目してー 

 

 

 
M2 加藤 翼さん ウェルビーイングを高める学校経営の在り方に関する研究 

 

 

 

 

 

本研究は、メンター制度に焦点を当てて、教員同士が協力し合い、学び合う体制
を探ることを目的としています。今後、効果的なメンター制の在り方を具体的に設
計し、実践的アプローチをするとともに教師の力量を高めるための小学校組織の在
り方について探求していきます。 

 

 ２学期には、自律する学校組織構築の要素のうち、目標の共有について焦点
化しました。具体的方策として、ICTのチャット機能を活用した学校長と教員
の対話を実施しています。今後は、対話による目標共有の検証と合わせて、業
務改善による目標共有の時間創出の方策を提案・実施していきます。 

学校の組織化要因の理論と協力校の調査を基に、実習校の課題解決となる手立
てを検討・実施しました。その中で組織力を高めるためには、｢目標の共有｣｢コ
ミュニケーションの促進｣｢メンバー相互の信頼感の醸成｣が必要であり、相互に
尊重される風土を築くマネジメントが重要であることが示唆されました。 
 
 

A 小学校において「協働的に学び続ける学校」を実現するには、目標の共有・業
務改善・教職員の学びを深める仕組みの3つが必要であると考え、それぞれに実践
的方策を構想し、実装しました。その結果、学校内に組織化の進展が捉えられ、方
策の一定の効果が示唆されました。今後も方策の検討を重ねていきます。 

自身の考えを表明・議論し問題解決を図る授業実践及び成果の検討から、自
己決定力を養う道徳授業の在り方を研究しました。自己決定力を養う「考え議
論する」道徳授業の一つの方法として、デューイの提唱した問題解決の4ステ
ップを導入したユニット授業の有効性が見いだされました。 
 

高知県学力定着状況調査により、目的意識をもった探究的な活動および、検
証実験における見通しをもった探究的な活動の実現が課題として示されまし
た。これを受け、探究過程における仮説設定場面に着目し、生徒自らが見通し
と振り返りを行うための理科学習指導法を検討しています。 

 

学校における生徒のウェルビーイングには「授業」に関することが深く関わっ
ていたので授業関連の介入である、ICT活用・オンデマンド教材として数学の動
画教材を作成し教育的効果を検討しました。結果、生徒の数学への興味や学習意
欲、面白さ、有用性への気づきが高まる可能性が示唆されました。 
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M2 笹岡久乃さん 言語活動を通し4技能育成を図る授業改善の工夫―書く力を養う英語科の教材及び学習指導の開発― 

 

 

 

 

M2 嶋村明日華さん ICTを活用した「深い学び」を実現する授業開発―複式学級の性質をふまえてー 

  

 

 

 

 

M2 田邉元基さん 数学教育における深い学びを実現する授業の研究―統合化の視点からー 

 

 

 

 

M2 戸梶良輝さん 望ましい友達関係を目指した教育支援プログラムの開発―ピア・サポートの視点からー 

 

 

 

 

M2 德橋佑哉さん 高等学校における仮説検証型授業が与える効果について 

ー理科の観察・実験における興味の深さと学習方略に着目してー 

 
M2 戸田哲寛さん 児童生徒理解に基づく開発的生徒指導の進め方―セルフ・エフィカシーに着目してー 

 

 

 

 

M2 中村彩乃さん 数学的活動を軸とした数学授業についてー不変性を探求する授業デザインー 

 

 

 

 

M2 若松柚似さん 理科の見方・考え方を働かせた科学的に探究する学習指導の在り方 

 

 

 

 

M1 北沢佳祐さん 学びの質を高めるための授業準備・方法について 

 

 

 

 

M1 鈴江暢朗さん 数学的な見方・考え方を育成する本質的学習場の構成 

 

 

 

分析の結果、ポジティブ感情が高く維持された状態で介入すれば、思考活性志
向が高まること、ポジティブ感情が低い状態で介入すれば、思考活性的な授業が
展開されても思考活性志向は減退すること、介入後において思考活性志向から意
味理解方略へのパス係数が認められるようになったことが明らかとなりました。 
 

数学的活動の本質を、“不変性を探究すること”と捉え、Devlinの「パター
ンの科学」を基に、5つのパターンの探究段階を設定しました。この段階に沿
って授業をデザインし実践した結果、すべての生徒に自発的にパターンを発見
させ、積極的に不変性を探究する活動をさせることができました。 

E.Ch.WITTMANN の本質的学習場の考えに基づいた教材研究および授業デ
ザインを行っています。数学的な価値のある問いを生徒が主体的に創造す
る授業デザインを次年度の課題とし、一つでも多くの教材による授業提案
ができるよう研究と実践をすすめていきたいです。 

数学教育における深い学びを、統合化の活動を生徒に主体的にさせることと捉え、
統合化を４つに整理し、授業デザインと授業実践を行い、その有効性と課題を検討
しました。その結果、4つの統合化の順序性が明らかになりました。今後は他の教材
でもこの順序性が妥当かつ有効かについて研究していきます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

不登校の未然防止・早期解決のため友達関係に着目し、児童が考える理想の
友達関係を把握した後、それに特化した教育支援プログラムを開発・実施しま
した。その結果、本プログラムが良好な友達関係を構築するために必要なスキ
ルについての知識理解を促進できることが示唆されました。 
 

２年間の研究では、一斉授業において教科の見方・考え方を育成するための教育的
ツール（教具・学習具）として ICTを効果的に活用する授業をデザインし、実践して
その教育的効果を明らかにしてきました。今後も本研究の成果を踏まえて、さらに教
材の開発や異学年協働の授業デザインについて実践を重ねていきます。 
 

前期の結果をもとに介入プログラムを開発及び実施した結果、気持ち（感情）の
上昇及び安定を図る点で、セルフモニタリングが効果的であることが示され、セル
フ・エフィカシーが平均以上の児童には、効果的に作用し、セルフ・エフィカシー
が低い児童には、取り組み方の配慮が必要であることが明らかとなりました。 
 

子ども達の学びの質を高める方法としてメタ認知に焦点をあて、子ども達の
主体的な学習のための教師の工夫を検討しました。単元を貫く発問や授業間の
連続性を意識することで、単元の理解を深めたり単元の特質を生かした教材の
活用を行ったりすることの重要性が示唆されました。 

 
 

概念形成状況の把握を基盤とした仮説検証型授業の有効性を検証しまし
た。概念形成状況の想定により教師の具体的な手立てが明確となり、生徒の素
朴概念に依拠した、問題発見・課題設定が行われ、生徒は既有の見方・考え方
を働かせながら、科学的な探究を遂行することができました。 

 本研究は、音読を重視して書くことにつなげる指導法を開発することを目的とし授
業実践で、音読指導を細かく計画して教材開発や音読テストなど実施しました。生徒
に達成感を持たせるよう工夫したことで、生徒は意欲を継続させ学習に集中できて成
果に繋がったため、今後も音読から書く力に繋げる研究を進めたいと考えています。 
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M1中越和奈さん 既習の文法を使い、自分の考えを英語で書く言語活動の研究 

 

 

 

 

M1 畠中憲太さん 不登校を未然に防止する学級づくり 

 

 

 

 

 

M1 松山起也さん 主体的・対話的で深い学びにつながる学級づくりー心理的安全性を高める算数科の授業実践を通してー 

 

 

 

 

 

M1 水口 蕗さん 複式学級におけるICTを活用した授業の研究 

 

 

 

 

M1 宮﨑奈苗さん 考え議論する道徳を目指した協働的な授業研究 

 

 

 

 

【特別支援教育コース】 

M2 島崎やよいさん 支援が必要な児童への効果的な支援方法 

 

 

 

 

 

M2 土居一平さん 知的障害特別支援学校におけるライフスキルの視点に基づいた道徳の研究 

 

 

 

 

M1 大島励仁さん 高等学校におけるSSTの実践的研究 

 

 

 

 

 

M1 楠瀨陽子さん LD-SKAIPによるアセスメントに基づいた読み書きが苦手な児童への支援 

 

 

 

 

高校生を対象にした文法の基礎基本の定着を図るためのポートフォリオを
開発し、その効果を検証しました。文法事項をポートフォリオに整理して書
くことや、その文法を使ってライティングを繰り返し行うことで、生徒の英
作文の量が増え、質が向上しました。 
 

不登校問題の解決に向けて、学級経営に役立つ教師の働きかけについて研
究しています。今回は「肯定的評価」に着目し、教師の発話内容からみる感
情値と生徒の好感度・集中度の変化について分析しました。今後は、より汎
用性がある教師の働きかけについて研究を進めていきます。 

 

高校生が授業内で困ったときに上手に対処できるように、機能的行動分
析と認知行動療法を組み合わせた社会的スキルトレーニングを行いまし
た。特徴的なのは授業環境調整を積極的に連携した点です。今後も、通常学
級と通級指導教室とが連携した指導の効果を検証していきます。 
 

本研究において、通常学級における支援が必要な児童への効果的な支援方法
の構築には、学級担任、学級全体の児童及び支援が必要な児童の実態把握をし
た上で実態に応じた支援を考え実施すること、わかりやすい指導・授業づくり
を行う視点が必要であるということが明らかになりました。 
 

知的障害のある児童生徒に対する道徳科の授業は、ライフスキルの視点を参
考に、日常に即した体験的な活動を通じて実際的に学ぶこと、授業者が体験の
中に「道徳性」を見出していくことが重要であると考えます。今後も、知的障
障害の道徳科について、系統的な学びとなるよう、授業実践を重ねていきます。 

授業実践・分析の結果，授業において学級の心理的安全性を高める働き
かけには、「目標達成に向かう」「安心感を高める」「全員参加を促す」と
いう３つの目的のもと、14種類の働きかけがあることが明らかになりまし
た。今後はこれらをさらに整理し、汎用性を高めていきたいです。 
 
 

ICTを効果的に活用することで、複式学級におけるデメリットを解消すると
共に、探究的な学びを実現することを目的とし、コミュニケーションツールや
思考ツールとして ICT を活用した授業実践を行いました。今後も ICT を効果
的に活用した授業デザインについて研究を進めていきます。 

 

見取りの判断が容易ではないといわれている道徳性をセルマンの提唱する
役割取得能力の発達を基に焦点化し、その発達の段階に応じた道徳授業の実
践に取り組みました。また、児童の道徳性を育むため、道徳科チームミーティ
ングによる協働的な授業研究の在り方についても実践検討します。 

児童の読み書きのつまずきに早く気づいて指導できるように実践研究を
しています。スクリーニング検査によって読み書きの苦手さを発見し、その
原因を理解して指導するために LD-SKAIP を実施します。個別指導で効果が
あった指導方法を通常学級の授業のUD化として提案したいと思います。 
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M1 古味 梢さん 特別な支援が必要な生徒に対するチーム支援 

 

 

 

 

 

M1 廣瀬 空さん 小学校における個の学びを保障する学習指導の検討 

 

 

 

 

 

【各コース別・テーマ別協議内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オミクロン株の急拡大という厳しい状況下ではありました

が、それぞれの院生の研究に対する期待が寄せられました。

さらに高知県の教育課題解決はもとより、それぞれの研究を

通して、これからの高知県の教育の充実と、子どもたち個々

の成長への期待も多く寄せられました。 

次回の「第９回土佐の皿鉢ゼミ」は、2022年8月17日（水）

開催予定です。 
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【特別支援教育コース】『校内における「個別の指導計画」の活用についての現状と課題』について、院生と参加者で協
議を行いました。高知県では、支援が必要な児童についての個別の指導計画が確実に作成されるようになり、校内支援
会等でも児童生徒に対する資料として使用されるようになりました。 
一方、全体の教員で共有し、指導・支援に生かす資料としての「活用」については、課題も挙げられました。「活用」

するためには、各教員が「個別の指導計画」の意義に対する共通理解をもつことが前提であり、そのうえで研修等を通
して具体的な作成方法や支援の手立てを身につけることが大切です。また、運用の要となるコーディネーターや管理職
が、個別の指導計画の活用を含めた特別支援教育に対する理解を深めていくことが重要であるという意見も出されまし
た。そして、教職大学院を修了した教員が中心となって、特別支援教育に関する専門性を生かし、実践し、広めていく
ことも重要であると確認されました。 

【学校運営コース】それぞれの研究内容に関連付けて、①多忙感・業務改善、②コミュニケーション・信頼関係をテー
マとし、協議を行いました。 
まず、①について、改善には負担感の軽減につながるような教員同士の教材・資料の共有や、コミュニケーションが

必要であるという意見が交わされました。また、②について、授業づくりを通してコミュニケーションが活性化され、
信頼関係の構築につながった等、教員のキャリア支援と精神的な支援がなされることで相乗的な効果が期待されること、
同時に、小学校において中学校における「タテ持ち」のような学び合いの仕組みの構築を期待する、という声もありま
した。 
協議を通して、よりよいものを作り出すためには、当たり前を見直すという意識改革も必要であること、また多忙感

の解消のためには信頼関係が構築されることが重要なのではないかということも確認されました。 
 
 
 
 

【教育実践コース】（学級経営）学級経営のグループでは、1年生の発表を中心に「学級経営に関係すること」をテーマ
として、１年生からの研究の概要説明、及び補足説明がなされた後、具体的な学級経営の取組について、フロアの方々
と意見交流をしました。「ほめること」について、様々な意見が出され「児童の発達段階に応じて、ほめ方を変える必要
がある。そうでないと効果が表れない」「ほめる前段階として、教師と生徒の信頼関係が大切ではないのか」などの、そ
れぞれ個に応じたほめ方や心構えなどについて共有しました。 
（道徳教育）「道徳科の授業力向上のための校内研修の在り方」というテーマで協議しました。院生（M1）の実践発表を
基に参加者からは多様な意見が出されました。学校現場で取組を定着させるためには「振り返り」、「おもしろさや楽し
さ」、「学び合う喜び」、及び「安心感」などから子どもの成長を感じられることが必要であることなどが提案され、意見
を参考に来年度に向けて、道徳科チームミーティングを計画していくことなど話し合いました。 
（教科教育）テーマ１「基礎学力の定着と応用力の育成」について、“教科学習に対する意欲”が必要であることを前提
とし、各校種・教科における考えや実践について協議を行いました。その中で、ICTを活用した探求的学習や個に応じた
学び、授業とリンクさせた家庭学習の充実、及び学習活動の質を向上させること等の必要性を共有しました。 
テーマ２「ICTの活用」では、ICTを活用する利点や課題について意見を交換し、“C(コミュニケーション)”の視点を持
った授業設計を教科の特性や目標に基づいて行うことの重要性を再認識し、次年度への方向づけとなりました。 

中学校でチーム支援体制を構築するため、客観的なデータ分析のサポート
と授業改善の提案、学校体制づくりの提案を行いました。複数の質問紙の実
施によって生徒のニーズを把握したために、支援の必要性が共通理解されま
した。個のニーズに対応できるチーム支援体制づくりを進めます。 
 

2ndステージ支援対象児の行動を分析し、算数科授業における参加と理解
を促す支援について検討しました。結果として、本研究の介入は参加行動の
改善に有効であることが示されました。今後は、学習面の困難をより詳細に
分析し、参加から理解へつなげる支援を検討していきたいです。 
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